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港
は
か
ね
て
か
ら
︑
中
国

本
土
か
ら
来
る
有
形
・
無

形
の
圧
力
に
よ
る
﹁
一
国

二
制
度
﹂
形
骸
化
の
危
機

に
直
面
し
︑
と
り
わ
け
２
０
１
９
年
初
夏
の

﹁
逃
亡
犯
条
例
﹂
問
題
以
降
は
香
港
特
区
政

府
と
香
港
市
民
の
間
で
深
刻
な
衝
突
が
起
き

て
い
た
︒
中
国
共
産
党
︵
以
下
︑
中
共
と
略

す
︶
は
新
型
ウ
イ
ル
ス
問
題
に
よ
る
世
界
中

の
混
乱
に
乗
じ
て
国
際
社
会
の
主
導
権
を
獲

得
し
よ
う
と
す
る
﹁
戦
狼
﹂
と
な
り
︑
香
港

問
題
に
つ
い
て
も
６
月
30
日
に
﹁
香
港
国
家

安
全
維
持
法
﹂
を
制
定
・
公
布
し
即
施
行
す

る
と
い
う
挙
に
出
た
︒

　

そ
の
手
続
き
で
は
︑
全
文
公
表
が
引
き
起

こ
す
社
会
の
混
乱
を
恐
れ
て
公
表
し
な
い
で

香

WEDGE
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香
港
の
自
由
と
法
治
を
数
枚
の
紙
片
で
破
壊
し
た
「
香
港
国
家
安
全
維
持
法
」。

中
国
共
産
党
は
、本
法
で
全
世
界
の
世
論
を
従
属
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。こ
の
事
態
に
日
本
は
ど
う
対
応
す
べ
き
か
。

「
新
疆
問
題
」と「
香
港
問
題
」を

同
じ
視
点
で
と
ら
え
る
中
国
共
産
党
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進
め
ら
れ
︑
こ
の
法
案
こ
そ
香
港
の
安
定
を

毀き

損そ
ん

す
る
元
凶
で
あ
る
こ
と
が
予
見
で
き
た

が
︑
実
際
に
公
表
さ
れ
た
全
文
の
内
容
は
単

に
香
港
の
本
質
を
毀
損
す
る
の
み
な
ら
ず
︑

今
後
の
中
国
と
諸
外
国
の
関
係
を
一
変
さ
せ

う
る
︒

﹁
香
港
国
家
安
全
維
持
法
﹂
の
要
点
は
以
下

の
通
り
で
あ
る
︒

一
︑
国
家
分
裂
︵
香
港
以
外
も
含
む
︶︑
政

権
転
覆
︵
特
区
政
府
に
限
ら
ず
人
民
共
和

国
の
制
度
・
機
関
一
般
を
含
む
︶︑
テ
ロ
︑

外
国
勢
力
と
の
結
託
︑
中
国
と
特
区
政
府

へ
の
悪
感
情
の
醸
成
を
処
罰
す
る
︒

一
︑
香
港
政
府
は
速
や
か
に
国
家
安
全
立
法

を
行
い
︑
司
法
チ
ェ
ッ
ク
か
ら
超
越
し
た

国
家
安
全
維
持
委
員
会
を
立
ち
上
げ
︑
学

校
︑
メ
デ
ィ
ア
︑
ネ
ッ
ト
で
国
家
安
全
宣

伝
教
育
を
す
べ
き
で
︑
中
国
政
府
が
顧
問

を
派
遣
す
る
︒

A
P/A

FLO

緊
迫
す
る
香
港 

中
国
共
産
党
の
本
質
に
目
を
向
け
よ

全
文
公
表
さ
れ
ず
制
定
さ
れ
た

香
港
国
家
安
全
維
持
法
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Wedge Special Report

少子高齢化により18歳人口が減少の一途をたどる中でも、大学は増殖している。
定員数も減少しておらず、赤字大学には補助金による〝延命策〟が講じられている。
適正規模の大学運営がなされているのか。国立、公立、私立、それぞれの観点から検証した。

文・インタビュー 木村 誠、遠山敦子、小川 洋、編集部（濱崎陽平、浅野有紀、櫻井 俊、吉田 哲）

大学はこんなにいらない

SKODONNELL / GETTYIMAGES
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政

18歳人口が減少しても、公・私大を中心に増え続ける大学。
研究力低下が叫ばれる中、「現状放置」は許されない。

府
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
よ
り
経
済
的
な
影
響

を
受
け
て
い
る
学
生
へ
の

支
援
を
進
め
、
独
自
に
授

業
料
減
免
を
行
っ
た
大
学
等
へ
の
助
成
も
行

う
。
意
欲
あ
る
学
生
の
学
び
の
機
会
が
失
わ

れ
な
い
よ
う
、
今
後
も
早
急
な
対
応
が
求
め

ら
れ
る
。

　

た
だ
、こ
う
し
た
緊
急
支
援
と
は
異
な
り
、

今
後
将
来
に
わ
た
り
現
在
の
形
の
ま
ま
全
国

に
大
学
を
残
し
て
運
営
し
、
そ
こ
に
税
金
を

投
入
す
る
と
の
あ
り
方
は
、
国
民
的
な
議
論

が
必
要
だ
。

　

１
９
９
０
年
に
は
約
２
０
０
万
人
い
た
18

歳
人
口
は
、
２
０
２
０
年
に
は
約
１
１
６
万

人
と
、
約
４
割
減
少
し
た
。
一
方
で
、
大
学

の
総
数
は
５
０
７
か
ら
７
８
６
（
19
年
度
）

へ
と
、
約
５
割
増
加
し
て
い
る
（
左
上
図
）。

人
口
減
少
の
局
面
に
あ
り
な
が
ら
、
い
ま
だ

に
大
学
は
「
増
殖
」
し
て
い
る
。

　

国
立
大
学
は
、
各
都
道
府
県
に
１
つ
以
上

設
置
さ
れ
、
現
在
86
校
あ
る
。
こ
の
数
は
08

年
以
降
変
わ
っ
て
お
ら
ず
、
定
員
数
も
こ
の

15
年
で
約
１
％
し
か
減
少
し
て
い
な
い
。

　

他
方
、〝
増
殖
中
〞
な
の
が
公
立
大
学
だ
。

１
９
８
９
年
に
は
39
校
だ
っ
た
が
、
２
０
０

６
年
に
は
国
立
大
の
数
を
上
回
り
、
現
在
全

国
に
93
と
、
一
部
統
合
は
あ
っ
た
が
こ
の
30

年
で
２
倍
以
上
に
増
え
た
。
公
立
大
学
は
自

治
体
が
設
置
し
、
学
生
か
ら
の
授
業
料
の
ほ

か
、
地
方
公
共
団
体
か
ら
運
営
費
交
付
金
が

拠
出
さ
れ
る
。原
資
が
地
方
交
付
税
の
た
め
、

直
接
的
に
は
そ
の
自
治
体
の
懐
が
痛
ま
な
い

こ
と
か
ら
、
最
近
で
は
定
員
割
れ
の
私
立
大

学
が
公
立
化
し
、
結
果
的
に
志
願
倍
率
が
高

ま
る
事
例
が
相
次
い
で
い
る
。

　

あ
る
大
学
関
係
者
は
「
公
立
大
学
は
自
治

体
が
設
置
し
、
地
方
交
付
税
は
総
務
省
が
管

文・編集部（濱崎陽平）

日本の研究力向上に必要な
大学の「規模」の見直し

教
育
迷
走

Part 1
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況
に
お
い
て
、
大
学
の
特
徴
、
中

身
だ
け
で
高
校
生
に
ア
ピ
ー
ル
す

る
の
は
限
界
が
あ
る
。
公
立
化
す

る
し
か
道
が
な
い
」
と
危
機
感
を

あ
ら
わ
に
す
る
。
公
立
化
に
際
し

て
は
デ
ザ
イ
ン
を
学
ぶ
新
た
な
学

部
の
設
置
も
計
画
し
、
定
員
の
中

に
は
地
元
学
生
対
象
の
地
域
枠
も

他
の
大
学
よ
り
高
い
水
準
で
設
定

す
る
と
い
う
。

　

地
元
経
済
が
疲
弊
す
る
中
、
経

済
界
も
旭
川
大
の
公
立
化
に
は
前

の
め
り
の
姿
勢
だ
。
２
０
１
４
年

に
東
海
大
学
が
旭
川
キ
ャ
ン
パ
ス

を
撤
退
し
て
以
降
、
若
者
流
出
へ

約
30
分
、
長
閑
な
風
景
が
広
が
る
街
の
中
に

旭
川
大
学
の
看
板
が
目
に
入
っ
て
き
た
。
経

済
学
部
と
保
健
福
祉
学
部
を
持
つ
定
員
約
８

０
０
人
の
同
大
学
は
、
大
学
全
体
で
み
る
と

定
員
割
れ
が
続
い
て
お
り
、
年
度
の
収
支
も

赤
字
傾
向
と
な
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
状
況

の
中
、
13
年
に
市
に
公
立
化
を
要
請
し
た
。

　

学
長
の
山
内
亮
史
氏
は
「
志
を
持
っ
た
若

く
優
秀
な
教
員
を
集
め
、
大
学
の
魅
力
を
高

め
た
い
が
、
今
の
状
況
で
は
十
分
な
研
究
予

算
を
確
保
す
る
こ
と
も
で
き
ず
、
教
員
の
呼

び
込
み
が
難
し
い
。
ま
た
、〝
偏
差
値
至
上

主
義
〞
と
も
い
え
る
よ
う
な
昨
今
の
受
験
状

歳
人
口
が
年
々
減
少
す
る

中
、
定
員
を
満
た
す
だ
け

の
学
生
を
確
保
で
き
ず
、

経
営
難
に
苦
し
む
大
学
が

増
え
て
い
る
。
と
り
わ
け
私
立
大
学
は
そ
の

割
合
が
高
い
。
日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済

事
業
団
の
資
料
に
よ
る
と
、
約
３
割
の
大
学

が
定
員
割
れ
に
な
っ
て
い
る
。
同
様
に
、
約

４
割
の
大
学
法
人
が
赤
字
に
陥
っ
て
い
る
。

　

近
年
で
は
私
立
大
学
が
、
地
元
自
治
体
が

運
営
す
る
公
立
大
学
に
移
行
す
る
事
例
が
増

え
て
お
り
、
過
去
10
年
ほ
ど
の
間
に
11
の
私

立
大
学
が
公
立
化
し
た
。

　

自
治
体
が
公
立
大
学
を
運
営
す
る
場
合
、

学
生
数
に
応
じ
て
地
方
交
付
税
が
増
額
さ

れ
、
自
治
体
は
そ
の
交
付
税
か
ら
大
学
に
運

営
費
交
付
金
を
支
給
す
る
。
私
立
大
学
の
時

と
比
べ
て
補
助
が
大
幅
に
増
加
す
る
た
め
、

そ
れ
を
利
用
し
て
授
業
料
を
引
き
下
げ
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
に
加
え
、「
公
立
大
学
」

と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
も
あ
り
学
生
を
呼
び
込
み

や
す
く
な
る
と
の
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。

　

塾
業
界
の
関
係
者
は
、「
公
立
と
い
う
看

板
の
も
た
ら
す
効
果
は
大
き
い
。
学
費
が
安

く
な
る
だ
け
で
な
く
、
自
治
体
が
管
轄
し
て

い
る
と
い
う
安
心
感
や
、
安
定
し
て
高
い
レ

ベ
ル
の
教
育
を
受
け
ら
れ
る
期
待
な
ど
か

ら
、
受
験
生
や
そ
の
親
か
ら
の
信
頼
が
厚
く

な
る
。
結
果
、
そ
の
地
域
だ
け
で
な
く
、
近

隣
の
自
治
体
の
受
験
生
に
と
っ
て
も
選
択
肢

の
ひ
と
つ
と
な
る
」
と
い
う
。
実
際
、
公
立

化
し
た
大
学
の
入
試
志
願
倍
率
の
推
移
を
見

る
と
、
公
立
化
し
た
年
は
前
年
と
比
較
し
軒

並
み
高
く
な
っ
て
い
る
（
次
頁
表
）。

　

経
営
難
に
陥
る
私
立
大
学
の
公
立
化
は
、

果
た
し
て
解
決
策
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
最

前
線
の
現
場
を
歩
い
た
。

市
議
会
、
自
治
体
間
で
揉
め
る 

旭
川
大
学
の
公
立
化
議
論

　

旭
川
空
港
か
ら
北
に
車
を
走
ら
せ
る
こ
と

公立化を目指す旭川大学。経済学部と保健福祉学部を持つが、70キロ離れた名寄市
にも保健福祉学部を持つ名寄市立大があり、地域内の学部重複に懸念の声も多い

地方私立大学の公立化が増加している。受験率は高まり、学費も安くなるが、
安易な延命のための経費投入へ懸念の声も少なくない。
文・編集部（浅野有紀、濱崎陽平）

経営難私大の公立化にみる
〝延命策〟の懸念

教
育
迷
走
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古
屋
大
学
と
岐
阜
大
学
が

こ
の
４
月
、
統
合
し
て
国

立
大
学
法
人
「
東
海
国
立

大
学
機
構
」
と
な
り
、
新

た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。
一
つ
の
法
人
の

傘
下
に
複
数
の
国
立
大
学
が
入
る
と
い
う
全

国
初
の
経
営
形
態
だ
。

　

学
生
数
１
万
５
７
７
２
人
（
２
０
２
０
年

５
月
１
日
現
在
）
を
誇
る
名
古
屋
大
学
が
学

生
数
７
２
５
７
人
（
同
）
の
岐
阜
大
学
と
タ

ッ
グ
を
組
む
こ
と
を
選
ん
だ
。
そ
の
背
景
を

名
古
屋
大
学
の
松
尾
清
一
総
長
は
「
各
国
立

大
学
が
一
国
一
城
を
築
い
て
県
内
で
の
み
展

開
す
る
の
は
、
経
済
的
に
も
社
会
的
に
も
限

界
が
来
て
い
る
。
18
歳
以
下
の
人
口
が
減
少

の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
中
で
、
県
境
を
越

え
て
統
合
し
な
い
と
、
優
秀
な
人
材
が
東
京

や
世
界
に
流
れ
て
し
ま
う
」
と
語
る
。

　

岐
阜
大
学
も
、
岐
阜
県
出
身
の
入
学
者
は

３
割
台
に
と
ど
ま
る
。
半
数
が
愛
知
県
出
身

と
な
っ
て
お
り
、「
県
域
を
越
え
て
一
体
的

に
人
材
育
成
や
教
育
を
進
め
な
い
と
、
地
域

貢
献
も
で
き
な
く
な
る
」
と
森
脇
久
隆
学
長

は
統
合
の
目
的
を
語
る
。

　

一
法
人
複
数
大
学
制
度
は
19
年
５
月
に
改

正
国
立
大
学
法
人
法
が
成
立
し
た
こ
と
で
可

能
と
な
っ
た
。
目
的
は
国
立
大
学
に
、
時
代

の
進
展
に
合
わ
せ
た
研
究
や
高
度
教
育
と
と

も
に
再
編
・
統
廃
合
に
よ
る
効
率
的
な
経
営

を
進
め
て
も
ら
う
こ
と
に
あ
る
。
こ
れ
ま
で

の
大
学
統
合
と
は
異
な
り
、
各
大
学
名
の
存

続
が
認
め
ら
れ
、
設
立
か
ら
の
歴
史
で
培
っ

て
き
た
ブ
ラ
ン
ド
や
特
色
を
継
続
で
き
る
の

が
特
徴
だ
。
一
つ
の
法
人
に
複
数
の
大
学
が

傘
の
よ
う
に
ぶ
ら
下
が
る
こ
と
か
ら
「
ア
ン

ブ
レ
ラ
方
式
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

　

東
海
国
立
大
学
機
構
は
、
名
古
屋
大
学
の

松
尾
総
長
が
機
構
長
、
岐
阜
大
学
の
森
脇
学

長
が
大
学
総
括
理
事
を
、そ
れ
ぞ
れ
兼
ね
る
。

事
務
を
一
元
化
し
、
各
大
学
に
あ
っ
た
教
員

の
評
価
方
法
な
ど
学
内
の
決
ま
り
事
や
内
規

を
統
一
し
た
。
そ
の
数
は
３
０
０
以
上
あ
っ

た
と
い
う
。
事
務
方
の
人
材
も
各
大
学
か
ら

活
用
す
る
形
と
し
て
お
り
、「
岐
阜
大
学
を

吸
収
合
併
す
る
わ
け
で
は
な
い
」
と
松
尾
氏

は
強
調
す
る
。

　

名
大
と
岐
阜
大
が
一
体
と
な
る
こ
と
で
、

特
に
研
究
分
野
の
強
化
が
進
む
。
大
学
の
研

究
室
に
は
、
医
学
や
情
報
工
学
と
い
っ
た
分

野
だ
け
で
な
く
、
基
礎
研
究
や
応
用
研
究
と

い
っ
た
も
の
に
い
た
る
ま
で
、
得
意
分
野
や

特
色
が
そ
れ
ぞ
れ
存
在
す
る
。
機
構
は
、
分

野
を
超
え
て
両
大
学
が
連
携
し
、
質
の
高
い

最
先
端
の
研
究
を
進
め
る
。
例
え
ば
、
細
胞

の
表
面
に
存
在
し
、
免
疫
な
ど
細
胞
間
の
相

互
作
用
に
重
要
な
役
割
を
持
つ
と
さ
れ
る

「
糖
鎖
」
の
分
野
に
関
し
て
は
、
名
大
が
基

名

文・編集部（吉田 哲、濱崎陽平）

動き出した県を越えた再編
まだ見えぬ「効率化」へのビジョン

Part 4
一つの法人が複数の国立大学を運営する「アンブレラ方式」が幕を開けた。
「各県に一つ」という県の枠を越えた大学経営が進み、
効率化が期待されるも、前途多難な部分も多い。

教
育
迷
走

A-DIGIT/GETTYIMAGES
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れ
ば
、
教
育
の
質
が
低
下
す
る
懸
念
が
高
ま

る
。
さ
ら
に
そ
の
学
校
が
破
綻
す
れ
ば
、
路

頭
に
迷
う
学
生
も
多
く
発
生
す
る
。

　

私
大
の
経
営
に
詳
し
い
東
京
学
芸
大
学
の

田
中
敬
文
准
教
授
は
「
あ
く
ま
で
私
学
の
自

主
性
に
委
ね
る
べ
き
、
と
い
う
の
は
建
前
に

す
ぎ
な
く
な
っ
て
き
た
」
と
語
る
。

　

私
大
経
営
の
基
本
は
、
学
生
の
納
付
金
で

教
職
員
の
給
与
を
賄
い
、
施
設
設
備
を
充
実

さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
。
田
中
氏
は
「
納
付
金

以
外
の
収
入
・
資
産
が
あ
れ
ば
よ
い
が
、
学

生
が
定
員
を
満
た
さ
な
い
状
況
で
は
、
こ
の

基
本
さ
え
維
持
で
き
な
い
。
私
大
の
生
き
残

り
策・延
命
策
も
限
界
に
近
づ
き
つ
つ
あ
る
。

経
営
難
の
大
学
を
、
市
場
か
ら
『
名
誉
あ
る

撤
退
』
を
さ
せ
る
た
め
の
仕
組
み
を
よ
り
活

性
化
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
」
と
指
摘
す
る
。

　

私
立
学
校
法
に
よ
り
国
は
直
接
私
大
に
介

入
で
き
な
い
も
の
の
、
経
営
難
の
私
大
へ
の

対
応
を
少
し
ず
つ
強
化
し
て
き
た
。

　

一
つ
は
、
定
員
充
足
率
の
低
い
大
学
に
対

す
る
補
助
金
減
額
の
強
化
だ
。
補
助
金
の
多

く
を
占
め
る
「
一
般
補
助
」
の
学
部
ご
と
の

減
額
で
は
、
例
え
ば
学
部
定
員
の
充
足
率
が

89
％
と
な
る
と
、
減
額
率
は
18
年
度
の
５
％

減
か
ら
昨
年
度
は
11
％
減
へ
と
改
定
さ
れ

た
。
文
部
科
学
省
の
担
当
者
は
「
教
育
の
質

が
担
保
で
き
る
教
員
数
、
学
生
数
を
定
員
と

在
、
国
内
に
あ
る
７
８
６

の
大
学
の
う
ち
、
約
77
％

を
私
立
大
学
が
占
め
る
。

そ
の
基
本
的
な
収
入
源

は
、
学
生
か
ら
の
授
業
料
な
ど
の
納
付
金
が

メ
イ
ン
で
、
私
大
全
体
の
収
入
で
は
約
７
割

を
占
め
る
。

　

他
方
、
教
育
研
究
の
維
持
向
上
や
学
生
の

経
済
負
担
軽
減
の
た
め
、
国
か
ら
補
助
金

（「
私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
金
」）
も
出
て

い
る
。
全
私
大
の
収
入
の
お
よ
そ
１
割
を
補

助
金
が
占
め
る
。
だ
が
、
あ
る
地
方
私
大
関

係
者
は
「
１
割
と
い
え
ど
も
、
こ
れ
が
な
け

れ
ば
経
営
は
厳
し
い
」
と
い
う
。

　

経
営
の
厳
し
い
大
学
は
定
員
充
足
の
た
め

に
留
学
生
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
て
き
た
と

こ
ろ
も
多
い
。
前
述
の
私
大
関
係
者
は
「
次

年
度
の
経
営
計
画
を
ク
リ
ア
す
る
た
め
に
、

何
よ
り
も
ま
ず
留
学
生
の
確
保
が
最
優
先
と

な
っ
て
い
る
」
と
語
る
。

　

さ
ら
に
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
２
で
紹
介
し
た
、
地
方

私
大
の
公
立
化
の
流
れ
も
加
速
し
、
公
費
投

入
が
増
加
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
経
営
難

の
私
大
は
あ
ら
ゆ
る
延
命
策
を
使
っ
て
生
き

延
び
て
き
た
と
い
え
る
。

　

経
営
難
の
大
学
は
学
生
確
保
の
た
め
、
受

験
機
会
の
拡
大
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
手
法
で
学

生
を
受
け
入
れ
る
。
こ
の
動
き
が
過
度
に
な

公立化や留学生依存などで延命する経営難の私立大学。
実効性のある厳格なルールメイキングと、市場撤退の促進が必要だ。
文・編集部（濱崎陽平）

苦しむ私大 3割が定員割れ
延命から撤退への転換を

現

教
育
迷
走
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「（
厚

生
労
働
省
が
配
信
し
た
）

こ
の
ア
プ
リ
は
コ
ン
セ
プ

ト
か
ら
破
綻
し
て
い
る
。

双
方
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

に
ア
プ
リ
を
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
感
染

者
や
接
触
者
を
追
い
き
れ
な
い
」

　

こ
う
語
気
を
強
め
る
の
は
、
行
動
経
済
学

の
第
一
人
者
で
あ
る
京
都
大
学
大
学
院
経
済

学
研
究
科
の
依
田
高
典
教
授
だ
。

　

そ
の
ア
プ
リ
と
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
対
策
の
〝
切
り
札
〞
の
１
つ
と
さ
れ
、
濃

厚
接
触
の
可
能
性
を
通
知
す
る
「
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ

Ａ
」（
以
下
、
コ
コ
ア
）
の
こ
と
で
あ
る
。

　

６
月
19
日
以
降
配
信
さ
れ
た
コ
コ
ア
は
、

米
グ
ー
グ
ル
と
米
ア
ッ
プ
ル
に
よ
る
技
術
仕

様
を
ベ
ー
ス
に
し
た
。
ア
プ
リ
を
イ
ン
ス
ト

ー
ル
し
た
ス
マ
ホ
を
持
っ
た
人
同
士
が
15
分

以
上
、
１
メ
ー
ト
ル
以
内
の
距
離
に
い
た
こ

と
を
確
認
す
る
と
、
双
方
の
ス
マ
ホ
に
接
触

情
報
が
記
録
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
で
新
型
コ
ロ
ナ
陽
性
と
な
っ
た
利
用
者

が
、
保
健
所
か
ら
受
け
た
「
処
理
番
号
」
を

コ
コ
ア
に
入
力
す
る
こ
と
で
、
過
去
14
日
間

に
陽
性
者
と
の
接
触
情
報
が
記
録
さ
れ
た
全

て
の
端
末
に
通
知
が
い
く
仕
組
み
だ
。
連
絡

先
、
位
置
情
報
な
ど
、
個
人
が
特
定
さ
れ
る

情
報
は
一
切
利
用
さ
れ
ず
、
個
人
情
報
に
配

慮
し
た
形
と
な
っ
て
い
る
。

WEDGE  REPORT

接触確認アプリ普及で露呈した
感染症対策を阻む政治の〝不作為〟
6月に厚生労働省より配信された、新型コロナウイルス感染者との接触を通知するアプリ「COCOA」。
アプリを取り巻く現状から、国民の〝善意〟に頼った国の感染症対策における課題が浮かび上がってきた。

立ちはだかる「2つの壁」

文・編集部（川崎隆司）

厚生労働省は、アプリの普及により、感染拡大防止につながることを期待するが……
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朝
鮮
が
南
西
部
・
開
城
工

業
団
地
に
あ
る
南
北
共
同

連
絡
事
務
所
を
爆
破
し

た
。
爆
破
が
強
行
さ
れ
た

の
は
６
月
16
日
。
こ
の
日
は
20
年
前
、
金
大

中
大
統
領
が
韓
国
大
統
領
と
し
て
初
め
て
北

朝
鮮
を
訪
問
し
、
金
正
日
国
防
委
員
長
と
の

間
で
南
北
共
同
宣
言
を
取
り
交
わ
し
た
記
念

日
の
翌
日
だ
っ
た
。

　

韓
国
の
文
在
寅
大
統
領
は
、
２
０
１
８
年

４
月
の
最
初
の
南
北
首
脳
会
談
で
板
門
店
宣

言
を
採
択
、
同
年
９
月
に
は
北
朝
鮮
を
訪
問

し
て
９
月
平
壌
共
同
宣
言
を
採
択
す
る
な

ど
、
北
朝
鮮
と
の
融
和
を
旨
と
し
て
き
た
。

南
北
共
同
連
絡
事
務
所
は
、
ま
さ
に
板
門
店

宣
言
の
合
意
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
南
北
融

和
の
象
徴
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
文
在
寅
大

統
領
に
と
っ
て
今
回
の
爆
破
が
衝
撃
的
な
出

来
事
だ
っ
た
の
は
間
違
い
な
い
。

北

WEDGE

O
P
I
N
I
O
N

相
次
ぐ
北
朝
鮮
の
挑
発
行
為 

そ
の
真
意
を
見
抜
け

６
月
︑北
朝
鮮
が
南
北
融
和
の
象
徴
だ
っ
た
南
西
部
・
開ケ

ソ
ン城

工
業
団
地
に
あ
る
南
北
共
同
連
絡
事
務
所
を
爆
破
し
た
︒

﹁
民
族
間
の
合
意
﹂
を
守
れ
ぬ
韓
国
へ
の
﹁
不
満
﹂
の
表
明
で
あ
る
の
は
間
違
い
な
い
が
︑そ
の
先
に
は
︑ア
メ
リ
カ
の
存
在
を
意
識
し
て
い
る
︒

ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
の
風
向
き
次
第
で

「
禁
じ
手
」に
踏
み
込
む
可
能
性
も

北朝鮮によって爆破された南北共同連絡事務所

POLITICS
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平岩俊司
Shunji Hiraiwa

南山大学総合政策学部教授

東京外国語大学朝鮮語学科卒業。2001
年、慶應義塾大学大学院法学研究科博
士取得。静岡県立大学国際関係学研究
科教授などを経て現職。著書に『独裁
国家・北朝鮮の実像』（朝日新聞出版）。
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